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図1. "液体 '領域に現れる種々のFermi海
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壁 -(器 )c 器 d∂γ
(∂p/∂p)Cの添字 Cは中心での値をとることを示すo (14)を用いると境界条件 (12)
の下で方程式 (13)は容易に解けて
p(r,-写Gpc2(芸 )C(1ト r2)
となるo p(r-0)-pc ((12)式の第 1の条件 )だから,半径Rは
R- [号 Gpc(A )C]~1′2
で与えられる｡一方質量Mについては, (15)を(ll)に代入して積分することで,





































































の範囲になければならないo例えば, 隼 としては標準核物質密度 poの2倍にとると,
芸 ≦4･77
となる｡
(翻訳 :上羽牧夫,山田一雄,松井哲男,乙藤岳志,外山泰三,田中-尚,
編集 :三宅和正 )
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